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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  

 
本 研究 で は ， 木材 の 切 断 のた め に 治 具を 開 発 し ，そ の 評 価 を行 う こ と を目 的 と す る。 具 体 的 に

は ，木 材 切 断 用治 具 を 用 いた 際 の 効 果に つ い て ，新 た な 木 材加 工 法 で ある 木 材 切 断用 治 具 に よる 作

業 と， 既 存 の 木材 加 工 法 であ る 両 刃 のこ ぎ り と ベル ト サ ン ダに よ る 作 業と を 比 較 する こ と で ，木 材

切 断用 治 具 の 評価 を 試 み る。  

木 材切 断 用 治 具に 木 材 を 二つ の バ ー クラ ン プ で 固定 し て ， 付属 の の こ ぎり で 切 断 し， 切 断 後 に出

る わず か な バ リを 研 磨 紙 で軽 く 削 る とい う 一 連 の作 業 を 評 価し た 。 ま た， 木 材 切 断用 治 具 の 評価 を

行 うた め に ， 既存 の 木 材 加工 法 で あ る両 刃 の こ ぎり と ベ ル トサ ン ダ に よる 作 業 と の比 較 を 行 った 。

木 工万 力 に 木 材を 固 定 し て， 両 刃 の こぎ り で 切 断線 ま で 切 断し ， 切 断 後， 仕 上 が り寸 法 線 ま でベ ル

ト サン ダ で 切 削す る と い う一 連 の 作 業を 評 価 し た。 両 作 業 とも に ， 300mm の 長さ の 木 材 か ら 100mm の

木 材（ 部 品 ） を得 る と い う作 業 と し た。 厚 さ 12mm， 幅 36mm， 長 さ 300mm の 合 板製 の 規 格 材 を 切 断し

た 。  

研 究の 対 象 は ， K 市 立 K 中 学校 の 第 一 学 年 190 名 （男 子 100 名， 女 子 90 名 ） を 調査 協 力 者 とし て

行 った 。 中 学 校へ 入 学 す る前 に ， の こぎ り で 木 材を 切 断 し たこ と は あ るか に つ い て聞 い た と ころ ，

169 名 の 回答 が あ り （有 効 回答 率 88.9％ ）， その う ち， の こ ぎ りの 使 用 経 験者 は 159 名（ 94.1％ ）だ

っ た。 さ ら に ，そ の う ち ， 155 名（ 97.5％ ）が 小 学校 の 図 画 工作 科 で 使 用し て い た 。先 に 木 材 切断 用

治 具を 使 用 し た木 材 の 切 断に 関 す る 授業 を 受 け た群 と ， 先 に両 刃 の こ ぎり を 使 用 した 木 材 の 切断 に

関 する 授 業 を 受け た 群 の 2 群 に 分 け て授 業 を 行 った 。 な お ，一 連 の 授 業や 調 査 に 関し て は ， 2024 年

4 月 〜 7 月 に 行 った も の で ある 。 材 料 や加 工 の 特 性等 に 関 す る授 業 が 終 わっ た 後 ， それ ぞ れ の 工具 を

使 用し た 木 材 の切 断 に 関 する 授 業 を 行っ た 。  

研 究の 結 果 を 以下 に 示 す 。  

(1)  木 材切 断 用 治 具の 方 が ， 学習 者 の 技 能や 運 動 能 力に は 左 右 され ず に ， 作業 時 間 を 縮め ら れ る 可

能 性が あ る こ とが わ か っ た。  

(2)  木 材切 断 用 治 具の 方 が ， 学習 者 の 技 能や 運 動 能 力に は 左 右 され ず に ， 加工 精 度 を 担保 で き る こ

と がわ か っ た 。  

(3)  操 作の 容 易 さ ，操 作 の 安 全性 ， 操 作 への 自 信 の 観点 か ら ， 木材 切 断 用 治具 を 用 い た際 の 効 果 は

高 く， 学 習 者 がよ り 安 全 に， 自 信 を もっ て 作 業 がで き る 可 能性 に つ い て示 唆 さ れ た。  

以 上の 結 果 よ り， 木 材 加 工に お け る 木材 の 切 断 の活 動 に お いて ， 木 材 切断 用 治 具 につ い て 一 定の

評 価が 得 ら れ ，そ の 効 果 につ い て の 可能 性 を 見 いだ し た 。 今後 は ， 組 立の 活 動 に おけ る 治 具 の可 能

性 につ い て 研 究を 試 み た い。  
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渡 津光 司 ・ 大 谷俊 行 ： 中 学校 技 術 科 にお け る 木 材切 断 用 治 具の 評 価 ， 日本 教 材 学 会 第 36 回 研 究発 表

大 会， 2024 年 10 月  

本 間琢 也 ・ 堀 大輝 ・ 渡 津 光司 ・ 大 谷 忠： 製 作 題 材の 違 い に よる 材 料 ・ 構造 の 丈 夫 さに 関 す る 理解 の

比 較， 第 36 回 日本 産 業 技 術教 育 学 会 関東 支 部 大 会， 2024 年 12 月  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


